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デスクトップ型

5軸NC超音波援用研削盤の開発

機械工学科

講師 藤本正和（ふじもとまさかず）

機械・加工

研削砥石，砥粒切れ刃，摩滅摩耗，砥石構造

■超音波援用研削を用いることにより，
小型で低剛性でありながら
高精度な加工を実施可能

■5軸の搭載により，複雑な形状を
加工可能な専用機として設置可能

右図には，試作中のデス
クトップ型5軸NC超音波援

用研削盤の概念図を示し
ます．

工具である砥石は超音波
スピンドルに取り付け，研
削抵抗を低減させること
により，小型で低剛性で
ありながら，複雑形状を
高精度に加工する研削盤
となります．

生産される製品は，医療
分野，航空宇宙分野など
多岐に渡る予定です．

■高い形状精度が要求される
小型かつ高硬度製品の制作
（セラミックス製人工関節など）

■超音波援用による製品表面へ
機能性の付与

試作研削盤の概念図
（設置面積：700 × 500 mm2）
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現在，試作機を用いた加工試験を鋭意実施中
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研削砥石作業面の定量評価による

加工の高精度・高能率

機械工学科
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機械・加工

研削砥石，砥粒切れ刃，摩滅摩耗，砥石構造

■感覚に頼ることなく砥石の寿命を管理

■製造した砥石の状態（砥粒の形状，
砥石構成要素の分布など）を適切に
把握

右図には，クリープフィード研削
過程における代表的な砥粒切
れ刃の摩耗形態を示します．砥
粒切れ刃先端部に摩滅により
生じた平坦部について，画像処
理を行います．その領域が占め
る割合を「摩滅面積率」として評
価すると，グラフに示すとおり，
砥粒切れ刃の形態を定量的に
とらえることができます．

この結果を製品の精度あるい
は研削抵抗と結びつけることに
より，砥石の状態管理や砥石の
設計に繋げます．

■摩滅摩耗の進行しにくい
新たな砥石の開発

■定量評価を用いた砥石の
寿命把握や状態管理

代表的な砥粒切れ刃の摩耗形態
と摩滅面積率の変遷


	#31 研究シーズシート_機械・藤本（研削盤）2022
	スライド番号 1

	#32 研究シーズシート_機械・藤本（砥石）2020
	スライド番号 1


